このたびは本品をお買いあばいたださましてまことにありがとラございまず。 

圓ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をお読みいただき、正しく使用して 
<ださい。 

この「取扱説明書」は、保証書と巧に大切にイ呆管しておいてください。 

■同栖のアフターヴービス登録力ードはおずご投函ください。 


r ぶ^危峰 
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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

ここに示した表示は、誤 つた使いかたをしたとをに生じる危富や損害の程度を巧の表示で区かし.說阴I，ています. 


么危険 (DANGER) 


A 警告 (WARNING) 


么注意に AUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱し、をすると、人び死じ重傷を負う危險、ま 
たは火災の危険が差し迫って生じることび想定される内容をおしています， 


この表示を無視して、誤った取损いをずると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性び想定される內容を示してしほす。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷喜を負ラ可能性や物的 
損害の発生び想定される内容を示しています。 


♦お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


〇 ® ® ⑩ 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ミ主意」していただく内容です。 

〇を爲 

この絵表示は、ぶ、ずしていただく「指示」内容です。 


么危険 （ DANGER) 


[★ガソリン使用禁止 I 

ガソI」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで<ださし、。 
少量の混入でを、义义の原因になります。 


01 ® 


パ vir ノ茲 ih 


if 


么警告 (WARNING) 

L ★スプ k_ 吿厳禁」 P 

スプレー吿やカセットこんろ用ボンベなどを、ス1 ブの前面や温風の ^ 
あたるところに放置しないでください。 ^ 

熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危険です。 m 

讓 

m 

禁止 

1★換気必琴 

•撰気せずに使用しつづけないでください。酸素び不足すると、不完全 ff 

燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびありまず。 ) 

• 使用中は必ず 1 時間に ] 〜 2 回 （ 1 〜 2 分)換気して、新鮮な空気を補 /よ 

給してください。（窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない 
場所では、使用しないで<ださい。 


1 爲 

換気 

溫風欧出口（ルーパ’一）をふさがない 1 巧 

お類、紙などで温風吹出 □ (ルーバ ー） や燃焼空気取入口（給気フィルタ 

-) や温風空気取入口（ファンフィルター)をみさびないでください。 を〜 } 

を類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原因になります。 1 

が 

聲 

I 禁止 

類の乾燥厳萄 \ 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 竣 

落下した巧類に火びつを、火災の原因になります。 ^ 

庁 

を § 

1★寝るとき消 的 

寝るとをや外出するときは、おず消火し、乂び消えていることを確認し 
てください。 

、予想しない事故び発生するおそれびありまず。 ws 

1 〇 

消乂， 


お使いになる前に 







安全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


「去可燃性ガス 使用厳禁 I 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの(ガソリン、 
ベンジン、シンナー）、スプレーを使巧しないで < ださい。 

火災や故障の原因になります。 




意 （ CAUTION) 


I ★カーテ: 6 可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用しないでください< 
毛布やふとんなどを巧くに置かないでください。 

乂災び発生するおそれびあります。 



み給油時消乂 I 

給油は、がず消火して、本体漏度び充分下びってから、火の気のないと 
ころでおこなつてください。 

火災のおそれびありまず。 


1 ★居室の給油禁止 I 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってくださし、。 

乂災のおそれびあります。 

「本油漏れ確認 1 

給油□□金は確実に締めてください。 

給油□□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金び外れて、火災 
のおそれびあ D ます。 

• 油び漏れる状態で使用しないでください。乂災のおそれびあります。 


★異常時使用禁止 


におい、すすの発生、炎の色など異常を感じたとさは使用しないでください。 
運転スイッチを押して「切」にしてください。 

異常燃焼のおそれびあります。 

•万ーストーブか6火び出たり、床などに火びついたとさは、あわてず 
に消火器で消火してください。 _ 

みほこりの除去1 ' 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター)や温風空気取入 □ (ファンフィルター)は、週1回 i 
な上必ず掃除してください。ごみほこりなどで燃焼空気取入□(給気フィルター） ® 
や溫風空気取入 □ (ファンフィルター)びつまると、異常燃焼のおそれびあります。 (1 




0 

禁止 

〇 


請)& 

W 使用禁止 




巧 


(鑛顯松马微巧フ気ィ股日)指示 


女温星 L に贏擦をを 5 ない I 

温風に直接 i 時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでくださし、。 
低温やけどや脱水症状になるおそれびありまず。 

温風を直接服い込まないでください。気分び悪くなることびあります 。し 

移動 • 運搬ずるときのミ主意 1 

ストーブはひきず5ないでください。床面、じゆうたんなどを傷つけた 
り、本体底面の塗料びはびれて、さびの原因になるおそれびありまず。 
ストーブを移動する時は、必ず消火し、油タンクを扳いて傾けないよラ 
に静かに移動してください。油び漏れたり、火災になるおそれびあります。 
修理-引越しなどストーブを運搬される時は、必ず油タンク、油受けざ 
らの灯油をあいてください。灯油びこぼれ周囲を巧すおそれびあります。 



■SI 


〇 














I* お子様をおを寄りのご堡風こミ主意] 

お子様やお年寄り、体のご不自由を方びお使いになる場含は、やけどや、 
部屋の換気などについて、周囲の人び充分に注意してください。 


〇 


I* 電源プラグは確実に差し么む J 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 

(また、 傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。、 

I 火災の原因にな0まず。 ) 

城れた手での振さ差しはしないでください。 

感電の原因になりまず。 

[★電源プ号グのを手入れをする] 

とをどさは電源プラグをおさ、ほこり（及び金属物)を除去してください。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になり 
ます。 


〇 

指示 

〇 


★高 温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、局温部、温風吹出口りレーバ ー ) に手などふれない 
で < ださい。 

やけどのおそれ があります。 _ 

「★指や異物を入むなし、] 

温風吹出□(ルーバ ー) やストーブ内部に指や異物を入れないでください< 
けがや乂災のおそれがあ0ます。 

「★分解修理 • 改導の禁と！ 

故障、破損したら、使用しないで<ださし、。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険でず。 _ 

「★1 呆管時にしていただくこと 1 

長期間使用しないとを、または保管ずるときは、必ず打油を振さ電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

抜を取れなかつた好油び漏れたり、乂災のおそれびあります。 


慕 (D 

接軸禁止 


★電源コードを傷めない I 


電源コードに無理な力を加えたり、傷付けた0まねたり、物をのせたり 
加工しないで < ださい。 

また、電源プラグを振くとさは、コードを持って弓 I さ抜かないで < ださい。 
電源コードが破損し、乂災や感電の原 因になります。 

み長期間使用しないとをは電源プラグを巧く] 

長期間使用しないとさは電源プラグをコンセントか5抜いて<ださい。 
火災や予想しない事故の原因とな D ます。 


⑩ 

分解禁止 

確認 

0 

禁止 

奪原フラグを抜く 


意に AUTION) 


お使いになる前に 
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安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


★廃棄 ずるとを I 

ミトーフを廃棄処分寺るとさは、必ず油タンク、油受けざら内の灯油を掠さ取ってください。 

(24 ぺージ参照） 

巧油が入ったまま廃棄ずるとリサイクルの際思わ姑事故び発 生するおそれびあります。_ 
み次の場所では使用しなし 、I 火災や予想でをない事故や故障の原因になります。 


〇 

指示 

0 


角:平でない辱屯不を定な場所） di のあたる場所、部 1® 出入□婚が)、三/ 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない•風のあたるとこ妾ち[ま使用い 使用禁止 
でください。 で < ださい。炎び出て危険です。 

巧震自動消乂装置び誤作動ずることびありまず。 掃除機の排気にち;主意して < ださい。 

•しっかりしたじようぶな床面で使用してください。 •部屋の出入□など人 I ~~ p -1 

•毛足の長いじゅうたんの上では使用しないでください。の通るところ、人びぶ / J_-L 

•不安定な台上で使用しないでください。転落ずるおそ つかったりつまずく場 
れびあり危険です。_所で使用ずると、転倒 

诞がなどストづが H たれる場所） S 謗?織難 HtS 

•驟 I 繫 SI 汽 5 SS 觀さ点 f をな使ぃちをし@安幸な物を©せた棚など四) 

り妾こりや湿気のをい場所) •落下物により火災び起さるおそれびあらま ず〇 

•空磊を取り入れる燃焼空気取入口 (給気フィルタ-)や温（直!相光のあをる場所、通度の高い塌南） 
風空気取入口（ファンフイルター）び目づまりが態になり、•異常燃焼を起こすおそれびあります。 

異常燃焼や 異 常過熱を起こし 、 事故になる危 険性びあります。•油タンクの灯油びあふれ出て火災のおそれ 

(理•美容院、クリ- ニ ング店などスプレ-や化学薬品を使う場所） 戶りまを _、 

•理.美容院、火シキ、 i 最工場、電子部品組立工場、11維巧隱ガスの発をずる場所、またはたまる場所) 
関係工場などでは使用しないでください。 •攝発や火災の原因になります。 

f 胃^生により金属、 鏡、 ガラ画飼育室_なをの嚇 

•石油ファンヒーターで隱房する部屋ではシ U コーンを•予測でをない事故び発生するおそれびあり 
酉拾した枝毛用コート液やヘアート|」ート;><ント(枝毛用）ます。 

は点义ミスや、途中消火など故障の原因になりますの 

で使用しないでくださし、 ぶ!^寺 fZ \ 

( sin 3 oomiu ± a ) i ^ 

• 酸素濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 使用禁止 

• 8日日〜130日 m では調整び必要ですので 販売店までお問い合わは<ださい。_ 

[★可燃物(木壁、合板、ふすまなど)との距離を離巧 J 广じ等閒隱 

•スト-ブ上方の棚など玄の距離は必ず Im 虹あけてくださし、。1 迦圓彎/画 I ® 
•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 づ圍 -Tr mr 

•特に力-テンなどびスト-ブにふれないようにしてください。距離 
•家具などか日は充分な距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります〇) バ^^ 


•異常燃焼を起こすおそれびあります。 

•油タンクの巧油びあふれ出て乂災のおそれ 
びあ0まず^__ 

、可燃性をスの発をずる場所、またはたまる場所) 

•攝発や火災の原因になります。 

、温室•飼育室など人のいない場所） 

•予測でをない事故び発生するおそれびあり 
ます。 


0 

使用禁止 

〇 



願い （ NOT に E) 


★シリコ ーン配含製品を使用し ない 

•ストーブ(石油フアンヒーター)で隨房する部屋では、シリコーン配合製品（ムース.クリーム.液 
体スプレーなどの枝毛巧へアート U — トメント類、つや出し剤传、防水スプレーなど）を使用しな 
いでく ださい。点火ミス-途中消火などの故障の原 因になりまず。 _ 

★な油の贈棄]•打ミ由の廃棄処分は、口油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 








復用ずる場所 


寒* 口 P のなまス 


外観図 


タンクふた 


油タンク 


操作部•表示部 


燃焼確認窓 



\手掛け 


温風吹出口（ルーバー） 


フロントパネル 


温風空気取入口（フアンフィルター) 


ルームサ ー s スタ（室内温度検知部） 


対流用フアン 


燃焼空気取入口（給気フィルタ 


電源プラグ, 


電源コード 


★効果のに使用するために 

温風の循環を妨げるものびない攝所に設置してください< 
外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 




お使いになる1削に 

















各部のなまス 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意味 


換気ランプ 


点滅(運乾停止）室内の空気が、酸素不足状態です。 
♦窓やドアを開けて充分に部屋の換気をしてくださし、。 
参換気ランプにたよらず1時間に1〜2回は必ず部屋 
の換気をしてください。 

20ページ参照 


給油ランプ 


♦油タンクの打油びかなくなって消乂する10分前。 

「ピー」音び鳴り、残り燃焼時間（分）を表おしまず。 
点滅(運転中） 

♦給油延長ボタンを巧し、給油延長(最大約6日分 
延長)運転中を表示します。 

点滅(運転停止） 

♦油がなくな0自動消火しました。 

油切れ時は「----」表示とな0まず。 

11ぺージ参照 


適度•時計ランプ 

デジタル表示部の表示内容を示します。 


チャイルド□ックランプ 

点灯’’’チャイルド□ック作動中 
消灯’’’チャイルド□ック辭除 

2日ぺージ参照 


チャイルド□ックボタン 

設定■觸除をする攝合は、3秒切上巧しまず。 
20ぺージ参照 



設定湿度 室内温度 


( P 置句た句] 


タイマーランプ 


点な 

• タイマー運転待機中 
• タイマー運転中の]時間 
• タイマー運転終了時 （/ Wr 表示中) 
点滅 

•タイマー時刻を設定中 


17、18ページ参照 


デジタル 


■温度表示 

設定温度…6む〜28でまで 
設定温度を選択でさまず。 
室内温度…日で〜32でまで 
表术します。 


設定温度 室内温度 


/- ( 1 

運屋） つ ' 。•^'•鎌 

.(WW) [ •' I 。I ' い J, 


設定温度 室内温度 ■現な時刻表示 


公 H し , し 'L 


現在の時刻を表示します。 


設定温度 室内温度 


P ぃ司。 1 GG [ 




















乾を r ッチ 

巧 ■•」になります。 
18、1日ぺージ参照 


消臭ランプ 

点な’ • •消臭点乂に設定されています。 
3中 

非をされていまず。 
バージ参照 


運幸 占 スイ ツナ 
「入」 


運転スイッチ ♦消臭点火をするとさに巧します。 
「切」 ♦消臭点乂を解除するとさに押します< 


♦燃焼中に巧したときか5、再度3時間の燃焼継続び可能になりまず。 
—* * - • - .. -- 

♦タイマー燃焼か5、通常運転に切り替えるときに押します。 

♦給油延長運転をするとさに巧します。 


な油 セーブ ランプ 


点な…灯油セーブ運転中 

消な’’•灯油セーブ運転び解除されています。 


] 日、17ぺージ参照 


な油セーブボタン 

灯油セーブ運転の設定-解除をおこないます。 
16、17ぺージ参照 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなうとさに使いまず。 
] 7、18ページ参照 


19ぺージ参照 
18ぺージ参照 
11ぺージ参照 


14ぺージ参照 


温度/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使います。. 

♦室温設定の場合 

室温設定をお好みの温度に設定することびでき 
ます。 

©あるいは^のボタンを押して合わせてく 
ださい。 

•時刻設定の場合 

0あるいは^のボタンを押して合わせてく 
ださい。 

13、1目、17ページ参照 


長示部 一 

圓3時間燃焼終了時の表示 
「5 Hr 」を表示します。 


設定温度 室内温度 


(WW) 

.(ME) 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点減します。 
※タイ^-運転終了時はし'化-」 
を表示します。 


設定温度 室内温度 


■給油に関する残り燃焼時間 

残り時間を表示します。 


※油切れ時は r 
ります。 


」表示とな 


广 ( う~ で 

(温度) ^ — 。 ^ 

. CW ) しし 」。 L ••」 ノ 


■故障-異甫により自動消义したと 
きの表示(エラー表示） 

自己診断機能により、故障時には 
E - ご〜 f - S を表示します。 



お使いになる1削に 




















お使いになる前の準備 


製品と同姻品を取り出しまず 


♦包装箱か5すべての包装材を取り除を、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出してください。 

同時に取扱説明書ち取り出してください。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」を参照して 
<ださい。 

•包装箱や包装材は保管するとをにご利用ください。 



なミ由について 


® 燃料はな油 ( J 旧1号打油)を必ず使用してください。 

嗓変質'灯油、不純'な油は、絶対に使用しないでくださし、。 



古がソリン使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶础こ 
使巧しないでください。少量の混入でち、 
火災の原因にな0ます。 


歡雲® 


♦変質口油、不純打油（好油けがの油•水-ごみび混 
入した灯油など）は、絶対に使用しないで<ださい。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

♦助燃剤(添加物)は使巧しないでください。 

異萬燃焼を起こずおそれびあります。 


® な油の保管のしかた 


♦巧油はおず火気、 
雨水、ごみ、局温 
および直射日光を 
避けた場所に保管 
してくださし、。 

♦巧油容器巧の灯油 
が少ないと温度変 
化により結露して 
水がたまることび 


0 



友0ます。 


♦灯油の容器は専用のされいな容器を使用してくださ 
し、。また灯油容器は必ず J I S 認定品で色つさのな 
油専用容器を使用してください。 


灯油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用'燃料をつけて息を吹きかけます 
(乂の気のない所でおこなって < ださい） 


〇灯•油 

X ガソリン 



濡れたままです。 

すぐ乾いてしまいます。 


良い保管 


直射日光、雨水び当た 
らず、火気のない冷暗 
巧へ保管 


悪い保管 


直射曰光、雨水の当た 
るべランダなど、室外 
の保管 














変質'な油とは 


不純灯油とは 


♦古い灯油。 （2 年掛上持ち越 
した灯油） 

♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管したな 
油。 

♦特に容器のふたび開けてあっ 
たり、乳白色の容器で保管し 
た巧油は変質しやすい。 
変質のひどいちのは黄色味を 
おびた0、すっぱいにおいび 
しまず。 


0 

使用禁止 


古いな油は 
使わないで 


巡 


♦灯油政がのミ巧（ガソリン、 
シンナー、天ぷら油、機 
械油、重油など）びほん 
の少しでも混入した巧油。 

♦水やごみび混入したな油。 


巧油しソ外の 
油、水、ごみを 
. 入れないで 


0 

使用禁止 



変質打油の見分けかた 


水と同じ無色透明なら正常。 



コップに水を入れ、次にな油を入れて 
背後に白い紙をあてます。 


少、しでち色びついていた5 
使用しない。 



0 

使用禁止 


♦変質'丹油の見分けかたはたい 
へん難しいので 、乂一九一の 
はっさりしないの■油は使用し 
ないで < ださい。 


@変質な油や不純な油を使用ず 
ると 

♦変質な油や不純财油を使用しますと、バ 
ーナー にを量の タールび たまり、点火し 
な<なったり、燃焼び悪<なった0、激 
しいにおいびしたりしまず。 

♦水の混入した灯油を使用しますと、炎び 
ルさくなり乂び消えてしまいまず。又、 

油タンクに灯油が残っているのに、「給油 
ランプ」びつくことびあります。 


み万一変質灯油や不純な油を使 
ったときの処置のしかた 

1油タンク、油受け、油受けざ5内の悪い 
灯油を扳さおり、良質の丹油で内部を2 
〜3回洗ってからご使用ください。 

巧4ページ参照） 

2 悪い灯油をおを取ってち効果のないとさ 
は、販売店までお問い含わせください。 


-お願し、- 

変質阿油や不純灯油び原因でアフター ヴー ビスを依頼されたとさは、保証期間中でを有料修理となり 
ます。 


お使いになる前に 











お使いになる前の準備 


給油のしかた 


A ま意 


給油は、必ず消火して、本体温度が充分下びってか5火の気のない 
ところでおこなって<ださい。 

乂災のおそれびあ0ます。 


〇 

消火 


1油タンクを取り出ず。 


2給油口□金を左「〇」へ回して取 
りはずす。 

•給油□口金を取0はずず前に、給油□□金先端 
の弁部を巧すと、給油口 □金び開けやすくなり 
ます。 

3給油ずる。 

市販の給油ポンプの先端を止まるまで輕く差し 
込んで、油量計を見なが5給油してください。 

(ホースび抜けないよラにミち意しなびら給油し 
て < ださい。） 

♦巧油は油量計の上部（ち図*^給油位置）まで 
給油してください。 

入れ過ぎますと、あ所れ出ることびあ D ます 
ので充分注意して給油してください。 


4給油□口金を締める。 

給油ロロ金をち「〇」に回して確実に締めてく 
ださい。 

•こぼれた口油はよく拭を取ってください。 



女給油□□金は、斜めに締めたり、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる火災の原因にな 
ります。また、違った給油□□金を取り付け 
ますと油が出な < な0ます。 



〔本機の給油□□金〕 



5油漏れのないことを確認ずる。 

給油□□金を下にして油漏れのないことを確認 
してから、ス I -ーブに正しく静かにセットしま 
す。 

★油び漏れる状態で使用しないでください。火 
災のおそれびありまず。 



公 






1 油タンクのな油が少な < なると、 
「縱由ランプ」び r 点な」し、 r ピ ー 」音 
び鳴り、デジタル表示部に残り燃焼 
時間（分) r ん3」を表おします。 

♦「運転スイッチ」を押して消火してから、給油して 
ください。 

★給油しませんと、2分ごとに r ピー」音び鳴0ます。 
約10分後に「給油ランスび「点滅」し、デジタル表 
示部の残り燃焼時間表示び「----」表示となり 
自動消乂します。 

2 給油延長運転をずるとを 

油タンクの好油び少なくなり「給油ランスび r 点好」 
したときに、「給油延長ボタン J を巧しまず。 

「給油ランスび「点滅 J にかわり、給油延長運転をし 
て最大約目日分間の燃焼継続をしまず。デジタル表示 
部の残り燃焼時間表お（分）び変わります。 

給油延長運転中、残り燃焼時間び1日分政下になると2 
分ごとに「ピー」音び鳴ります。 

♦約6日分政内に、「運転スイッチ」を巧して消火して 
か5給油してください。 

★給油しませんと、「給油ランプ」び「点滅」し、デジ 
タル表示部の残り燃焼時間表示び r -- --」表示 
になり、自動消火しまず。 



給油の目安（給油延長運転) 


油タンクの'な油が空になつてち、油受けざらのな油を燃焼ごせて、最大約目日分の延長燃焼（給油延長運転) 
びで去ます。 


♦ r 給油延長ボタン」を巧すと、時間延長(燃焼)ち同時にセツトされます。 

(19 ぺージ I 消し意ち酒 欠装置を梗。面忘1 参照） 

♦給油延長運転中は、室温に関係なく最ル燃焼 ( r 微弱 J またはに二 J ) 運転をしまず。 



ストーブを持ち運ぶとさは必ず消乂をし、本体温度び充分下びってか 
も電源プラグをコンセントから振いて、油タンクを取り出して、ス 
トーブを傾けないよラ静かに運んで<ださい。好油びこぼれて火災に 
なるおそれびあ0ます。 


〇 

指示 


運転スイッチ デジタル表示部 


給油延長ボタン給油ランフ 


お使いになる前に 


ifl 








お使いになる前の準備 


点义前の準備 


水平の確認をずる。 


•ストーブは振動のない、水平でしっか0した床面に設置して<ださい。 

ストーブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、おず確かめてください。 

♦ストーブを傾いた状態で使用しまずと、対震自動消火装置び誤作動することびあります。また、転 
倒しやす<、異窜燃焼の原因にな0ます。 

2 電源プラグを電気のコンセント(家庭用 ^ 

AC100V) に確実に差し込む。 ——- 

おをお度 き肉湿度 

•「ピー」音がします。 ( —-1 I -^ 

齡 • • 。一 • 

•デジタル表示部に「——」表示び r 点な」しし響^-1 。I - U 

まず。（消臭ランプを「点灯」します。） \函 源プラグ 

I -お願い- 

★輩源プラグを、絶対に、2日0ボルトのコンセントに差し 
込まないでくだをい。感電-火災-故障の原因になりま 
ず。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分でずと、 

電源プラグび過熱し、熱変形することびありまず。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼し 
て < ださし、。 

お部屋のコンセントを必ず修理してください。 

★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い 
物をのせたり、加工しないで<ださい。感電や火災の原 

因になりまず。 ^~ 

( タコ足配線^ 

女他の電気器具と同時に使用するとさは、ご家庭の安全器 I . || At ま戸 ^ 

(ブレーカー)の容量をこえないよラにしてください。 をの fx 1 



4^_ ^ 

3 

U r 

[ 



タコ足配線 
はを険 



★電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張って撮か 
ないでください。斷線、発熱、発火の原因になりまず。 



★熱に弱いじゅラたんや床の上で長時間使巧すると、変色 
したり、そり返ることびありまずので熱に強いマットな 
どを敷いて < ださい。 


0 

禁止 

A 






•©•©のボタンは、一度押すごとに1時間または1分間ずつ進みます。押し続けまずと連続的 
に進みます。 

♦時刻合ねせをずる攝合は、「時計ランプ」び r 点滅」している間 (1 日砂間）に^.^のどち6かのボ 
タンを押してくださし、。 

時刻合ねせびできなかった塌合は、もラー度または^のボタンを押してやり直してくださし、。 

® 「時計ランプ」が、 r 点ミ威」か5 r 点幻」に変わり、設定び完了しまず。 

( -お願い- 

女ストーブの時刻表示が狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりする場合は、電源プラグを一度おい 
て、ちラー度差し&み直して、時刻を設定してみてください。それでを直5ないときはお買い求め 
の販売店までお問い合わせください。 

★ストーブに初めて通電したときや、停電後や、電源プラグを扳 

いて再通電した場合、デジタル表示はち図のよラにデジタル表 ぐ - 心疋皿 。I 

示部に--」表示び r 点好」しまずので、現在の時刻を設定し （ M 藍） —— 。— ■ 

てください。（但し、電源プラグを抜いてを、時計-温度記憶 し 1。1 九 

機能で約3日分間は、現在時刻を記憶していまず。） 


f ( う ~ 

Ok 应 ■ ) —— —— 

I_ r I _ J, 


味營雲力機首！] 


•デジタル表お部の時計表示は、5分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消灯」して、 
電力の消費をおさえます。（※チャイルド□ック設定になっている時はチャイルド□ックランプは「点な」 
したままになります。） 

時計表示を確認したい場合は、操作部の r 運転スイッチ」が外のどれかのボタンを押すと表示します。 
「運転スイッチ」を押すと点火動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働さません。） 


g 砂巧し 



3現在時刻を設定しまず。 
di 現在時刻が午後7時1日分の場含 
①®または©)のボタンを一度押ず。 

「ピー」音がして「時計ランスび「点滅」します。 

( D デジタル表示を見なが! 5® のボタ 1- 

ンを押して巧にさわせる。 ろ 

( D デジタル表示を見なが5©)のボタ 
ンを巧して/,3に合わせる。 


お使いになる前に 

デジタル塞の部 


ぶ 







使いかた 


点乂（通常運お) 


※購入後初めてお使いになるとをや、電源プラグを扳いた状態か6再度お使いになるとさには、消臭点火 
モードに設定されますので、最初から r 消臭ランプ J び r 点な」 しまず。 

「消臭点火」は、点火までの時間を約1日0砂にして、予熱を充分におこない、点火時のにおいを少なくす 


る点火方法です。 

①「運転スイッチ」を押して r 入」にする。 

♦「ピ ー 」音びして r 運転ランプ」び r 点滅」しまず。 

♦「温度ランプ」び r 点な」し、デジタル表示部に設定 
温度と室内温度を表示します。 


油タンクに灯油びあるのに r 給油ランスびついてい 
る場合は、油受けを取り出し、ごみや水を捨て灯油で 
洗ミきしてください。 (24 ページ参照） 


( D 約1如砂後に自動的に点乂し、「運転 
ランプ」が「点な」に変わります。 

•八イパワー運転 

運転中に室内温度び低下し(約10むが下)、設定温 
度との差び約5む iU 上になると、数分間、通常の最 
大暖房出力を約1日％アップさせて自動運転します。 




1全消臭点乂解除方法 


Q 「運転スイツチ」 び r 切 J の時に r 消臭点义ポタン」 を巧すと、 r 消臭 ランスび r 消な」 して消舅点火モード 
び辭除され、点火までの時間び短<な0ます。(約90砂） 

室内温度び目で切下の場含は、点火までの時間び、約1日日秒のままです。 

f -お願い- N 

★巧めて運転するときや、製品を移動させたり、激しい振動び加えられたあとに運転するとを、白煙 
(灯油の蒸気)や臭気び出ることびありまず。これは、移動、振動によりバーナ ー( 燃焼部)内に落ちた 
を分な油が蒸発することによるちので、■-度点火し、余分な油がなくなれば白煙や臭気はなくなり 
ます。この様な場合は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけるなど)換気をおこなってください。 

女点火時にバーナー(燃焼部)内で、「ボツ」と言ラ音や r ゴーゴー」と言ラ音びします。これは点火を確 
実にするためで異常ではあ0ません。 

★点火時にはかしにおいびあります。 

★燃焼中「チツチツチツ」と言ラよラな音びずることびありまずび、電磁ポンプの音です。また、燃焼 
中に r ジユウジユウ」-「シヤンシヤン」などの音びずる攝含びありますび、これは口油び蒸発する音 
です。異常ではありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後3時間で自動消乂をします。燃焼を継続する場 
合は消火ずる前に r 時間延長ポタン」 を巧してください。 

詳しくは19ページを参照してください。 












i 


• 燃焼空気取入 □ (給気フィルター)を掃除する。 
•販売店にご相談ください。 


•炎び高く伸び、炎を体が黄色。 
•「ピー」と言うよラな異常音 
びする。 


青炎燃焼でがの先端に多少 
黄炎びはいる。 

炎の伸びや、'燃焼音びかさ 
し、。 


炎び黄色く燃焼音び大をい。 


使用禁止 


にこに表示した状態は r 強燃焼」の状態です) 


★ストーブを使用するとをは、正常に燃焼して 
し、るか燃焼確認窓か5がの状態を必ず確認し 
て < ださい。 

お規確設巧 


炎の状態 













①©または®ポタンを一度巧ず。 

•「ピー」音げして r 温度ランプ」び、「点滅」します。 

屋)温度を上げるとを。 

♦デジタル表示を見なび5^のボタンを押す。 

( D 温度を下げるとさ。 

♦デジタル表示を見なび5^のボタンを押す。 


♦な油セーブ運転は設定温度よりち室温び約3で上昇しまずと 「消火」 して無駄な暖房を抑えます。 
♦灯油セーブ運転を解除していない状態で運転したとをに、室温び設定温度より3む政上高い場含は、 
運転ランプは r 点灯」 しますび運転はしません。 

また、室温び設定温度をしたまわると、自動のに再点火します。 


な油セーブ運乾の設定のしかた (運転中にしかできません) 


-お願い- 

★室温が約18でし:^下では r 微弱」 または 「ミニ J 燃焼しないことびありまず。 

★温度調節は温風空気取入 □ (フアンフィルター）付近の温度を感知しておこないますので、ストーブの 
位置や部屋の大ささによって、必ずしち、デジタル表示部の室内温度表示と、室温とは一致しません。 


•温度設定をする塌合は r 温度ランプ J び r 点规 している間(約10秒間)に■臟ボタンのどちらか 
を押してください。 W ^ 

設定でをなかった場含はちラー度巧して、やり直してください。 

♦設定温度は目で〜巧で、室温表示は日で〜32むまで表示しまず。 

•設定温度にコント□-ルするたゆ、自動的に r 強」 爆大) •伸」 j 弱」•「微弱」•「ミニ」 攝ル)運転をく 
り返しまず。 

♦一度温度設定しますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り 、 r 消乂 J 後再運転する場 
合、同一設定温度になります。 


3砂巧し 


入域 

設を温度 室の温度 



温度設定しない場合や停電や電源プラグを扳いた懐、再運転する 
場合は、 「 ，ぶ」 (2 日む）が設定温度となります。 

但し、時計-温度記憶磯能で前回の設定温度を約30分間は記憶し 
ています。 


設定ミ豆度 室内温度 



室温の調節 (運転中にしかでをません) 


使いかた 


デジタル表示部 


温度ランブ 


















I 

(] 

d 

ノ •✓ゾ/ンゴ乂 / J 、 •じプ Cl , な。■リノ"、ゾン 

を押してぶ7に含わせる。 


( Dr タイマーランプ」が「点ミ威」している間に、 
「運転スイッチ J を巧して「入」にする。 

♦約1日砂ほど経過すると「タイマーランスび r 点口」し、 
デジタル表示は現在の時刻を表示してセットび完了します。 
♦タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に 
「も-か-」び表示されます。 


( MS ) 

( MW 設定温度 


室内温度 





回> 午前目時30分に設定したいとき 
) I ■タイマー ボタン」を巧ず。 

♦ 「ピー」音がしてデジタル表示部び r ——」表示に変 
わり、「タイマーランプ」び「点測します。 

D デジタル表示を見なが5 ® のポタン 
を巧して S に合わせる。 

h ごぐ>‘乂7 II .ま；た曰十 r 牛ぶこ 


設定温度 室の温度 


/ 

> 


-〇 

(温ち） 

—— 

0 

—— 

、(砸解） 


0 

- ^ J 


消奥 


運載 


細おか 

诗巧延ち 

、巧油な II , 



♦ のボタンは、一度押すごとに1時間または 

日分間ずつ進みまず。押し続けますと連続的に進みます。 
♦時刻合わせをする場合は、 r タイマーランスび「点滅」 
している間（約10砂間）にのどち5かのボタ 
ンを押してください。 

•設定できなかった場含は、ちラー度「タイマーボタン」 
を押してやり直してください。 


♦通常、タイマー運転設定時刻の日分から巧分前に運転を開始します。 

このス I -ーブのタイマー運転は、フアジーコントロールで、お部屋の大ささとそのときの室温によ 
り、自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしておぎます。 

参タイマー運乾時刻は、日分おきにしか設定でをません。 


( Dr な油セーブボタン」を押ず。 

♦ 「ピー」音びして r な油セーブランプ」び「点灯」しセツ 
卜されます。 



屋)「な油セープボタン」を押す。 

♦ だ一」音がして r 灯油セーブラン刀び「消好」し解除 
されます。 

♦巧油セーブ運転は一度設定すれば、ちラー度「な油セ 
ーブボタン」を押して解除するか、電源コードをおかな 
い限0解除されません。 

♦灯油セーブ運転び設定されている場合、「運區スイッチ」 

を巧して運転をおこなラたびに、「な油セーブランプ」 

び r 点な」します。 



タイマ叫 M 転のしかた(タイマ-を使用して暖房を始めたいとき) 


★タイマー運転をする場合は、13ぺージ13現在時刻を設定しまず I にがって、時刻合わせをしてからで 
ないとタイマー運転できません。 


近 

タイマ—ランフタイマ—ボタン 


使いか i 


の巧セ—ブランプ打油セ—ブボタン 















使いかた 



女タイマー運転をした塌含、点火後約]時間後に自動的に消火し、 「タイマーランプ」 び r 点な」 し、デ 
ジタル表示部の 「。イ」 表示び r 点丹 J します。 

連続運乾ずるとをは、タイマー運転の点火後1時間 L 州^に「時間延長ボタン」を押してください。 


♦残り燃焼時間び 1 日分になるとデジタル表示部にぶ . S •• • ,1 と表示し、 2 分領こ「ピー創でお知 
らせします。 

♦これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不足で危険となるためで、手を触れ 
ない場合は、自動的に消火しまず。 

★通萬運転中に r タイマーボタン」 を押すと、 r 消火」 して r タイマー運転」 の待機状態になり、タイマー 
運転時刻に自動的に点火します。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態にな D ません。） 

★タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待磯中または消火時に r タイマーボタン」 を巧すと、 10 砂 
間表おします。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ス1-ーブを揺らして対震自動消火装置が作動したとを、 
電源プラグを振いたとをは点火しません。 

この場合は、再度 13 ぺージ [3 磊在時刻を 設 是し卖 in を読んで、時刻含わせからおこなってく 
ださい。 








消臭ランプ 



運 


①「運転スイッチ J を}甲して「切」にする。 

♦ r ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表 
示し、「消臭ランプ」び r 点滅」して、消臭機能の作 
動中を表示します。 

♦消火後、約9日砂間、巧流用ファンは回転し続けま 
す。その後自動的に停止しまず。 

r - -消乂時の注意-^ 

★(移動ずるとをなど)消火樓、巧流用ファンび止ま 
るまで、電源プラグをコンセントから抜かないで 
ください。音が出たり、炎び出たり、ススび発生 
して再点乂樓に安全装置び作動してエラーで停止 
ずることびありまず。 （2 日ページ r 貴 常日 5 
せ(デジタル表示の易が r こ）1 参照） 

★緊急のとさを除いて、消乂は必ず「運転スイッ 
チ」を使用してください。電源プラグをおいて消 
火させないでください。 


-お願い- 

女消乂操作をしたときは「運転ランプ J の r 消灯」とバーナー内の火が消えることを確認してください。 

★消火時にはバーナー(燃焼部)内で r ボッ」と言ラ音や r ゴーゴー」と言ラ音びしまず。これは消火を確 
実にするためで異常ではあ0ません。 

★点乂してすぐに消乂操作をしたとさ、さつい臭気び発生することびあります。点火後約2日分はでを 
るだけ消火しないでください。 

★長期間留守にずるとをは、必ず電源プラグをコンセントか6抜いておいてください。 


消义後再点乂するとをのを意 


★消义をすぐに再点义すると、異常音が出ることがありまずので、しばらく（約10分)待ってか5再点火し 
て < ださい。 

★ストーブが暖かいラちに再点火操作をした時のそ熱時間は、約40秒です。 


消し忘れ消乂装置の使いかた 


★消し忘れによる、万一の事故を防止するために、点乂してか5 3時 
間燃焼が継攝ずると、デジタル表示部に「3化-」を表示して、自動的 
に消义します。 

♦残りの燃焼時間び、1日分になるとデジタル表示部に数字で,'な. 3 • 
•■ミ と表示します。 

♦この間、2分領こ「ピー」音でお知6せしまず。 


〇消火する前に r 時間延長ポタン」を巧ず。 

♦その時点から再度3時間の燃焼継続び巧能になります。 

•自動消火した場合は、 r 運転スイッチ」を押し直してください。 


訝定温度 室巧温度 


r 

1(竭度） 
i (院巧） 

[ 3 

0 

〇 

Hr 1 

設定温度室内温度 

L 白み 

1( 湿度） 

L (時計） 


0 

ク 

- 〇 

〇つ 

- )J 


消义のしかた 



デジタル表示部 


使いかた 












1 運転中にチャイルド□ックを「セッ 
卜」したとを。 

♦r 運転スイッチ」で r 消火」のみびでさます。 

•設定温度の変更など他の操作はでさません。 

2消火中にチャイルド□ックを「セッ 
卜」したとを。 

♦ずべての操作びでさません。 

3チャイルド□ック中に点乂もしくは 
再点乂したとき。 

♦デジタル表示部に「ら-か-」び表示され点火しませ 


チャイルド□ックの使用は 、 r チャイルド□ックボタン」を3砂政上押すことで、「セット」又は「解除」がで 
さまず。 

「セット 」… r チャイルド□ックランスび r 点灯」。 

「解除」…「チャイルドロックランスび「消灯」。 


チャイルドロックは、お子様のいたず5操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押してち点乂しない 
よラにしたいとさに使用します。 


チャイルド□ックの使いかた 



換気を意表示の見かた 


★閉め切った部屋などで長時間運転をすると r 換気ランプ J び r 点滅」し 
「ピ ー 」音が己秒間鳴って運転を停止し、デジタル表示部に r —」 
表示が r 点減」しまず。 

r 換気ランプ」にたよ日ず、]時間に ] 〜2回は必ず部屋の換気をし 

てくださし、。 


(-給油) 被定温度 室巧温度 

f 广- II — n 

(温度) —• • ■ 

.( ME ) I _1。1_ 


ーアジタル表示部 チャイルドロックランプ 










:安全装置 

★を全装置が作動ずるのは何らかの異常があるときですか5、下記の処置をしても正常にな5ないときは、 
お買いホめの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは一度「運転スイッチ」を「切」にしてから再び押し直して r 入」にすることをいいます。 


r 安全装置名 

はた5を 

処 置 ' 

巧震自動 
消义装置 

♦運乾中にストーブ本体び地震(震度約5が上)や 
強い振動、衝撃を受けたとを、火がなどの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦地震によって作動した場含は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 

油のあみれなど、異常がない 
ことを確認した後、再点火し 
て < ださい。 

不完全燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常によ D バ 
ーナー部への空気の供給び不足したとを不完全 
燃焼による危険を防止するちのであり、自動的 
に燃焼を停止します。 

♦作動した場合は、燃焼空気取 
入□(給気フィルター)の掃除 
をし、部屋の換気をしてから 
再点火して < ださい。 

この装置は、あくまでも不完ま:燃焼による危険を防止ずるため 
のものであり、使用中は必ず1時間に1〜2回}巧気して、新鮮 
な空気を補給してください。 

(22、23ページ参照） 

扁乂ま全 
装 置 

」 

♦点火ヒーターの赤熱不足や、バーナーヴーミス 
夕の不良による点火不良。 

♦点火ヒーター•電磁ポンプ•ブ□アモーターなど 
の故障により点火しないときに、運転を停止し 
ます。 

♦点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したとさはパーナ 
一 底のク□スマットに灯油び 
しみこんでいます。 

完全に乾燥させてか5、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電安全 
装 置 

♦運転中に停電や電源プラグを抜<などして電源 
び切れたとさは、自動的に運転を停止します。 
再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運乾中に惇電があった場合、タイマー 
運転は解除されまず。 

♦再点乂操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー運 
転時刻の設定をやり直します。 
(13、17、18ページ参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停止 
させる安全装置です。 

•再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•巧流用 ファ ンモーターの故障や異常'燃焼などの 
原因でストーブび異常過熱したとさ、火災など 
の危険を防ぐために燃焼を停止します。 

♦温風空気取入口（フアンフイ 
ルター）のほこりを取り除い 
てから、再点火操作をします。 
(23 ぺージ参照） 

消し忘れ 
消火装置 

•消し忘れによる危険を防止するために、点火し 
てか5 3時間、燃焼が継続すると自動的に燃焼 
を停止します。 

•消火ずる前に「時間延長ボタ 
ン」を押す。 

♦消火した場含は、再点火操作 
をします。 





点検-手入れ 


定期点検のおすすめ （2 シーズンに1回程度） 


長期間ご使巧になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にをを 
にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買し Vb ば店、刘が爵1^§者〔（財） 
日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了き（石油機器描時管理±) 
など）のいる店、当社などに点横依頼されることをおずすめしまず。 


_ 日常の点検•手入れ _ 

•点横•手入れをずるとさは、必ずス I ^ープを消乂し、電源プラグをコンセントか6抜いて、本体温度が巧 
分下がってか6おこなってください。やけどや感電をずるおそれがありまず。 

♦部品に触るときや、内部を掃臨するとをは、手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
♦本体をベンジン、シンナーなどでみかないでください。変色します。 

♦電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないで < ださい。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 '] I 油漏れ、油のたまり、油のにじみ 



♦万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしかめ 
防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確認し 
てか 5 点火操作をしてください。 


♦ス I -ープについたほこりや巧れは、掃除機で吸い 
取ったり固くしぼったミ語れ雑巾などでみき取って 
<ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、ストー 
ブのいたみを早めます。 


♦ミ由タンクの給油□□金の弁 
部などに、ごみびはさまって 
いる場をびありますので取 
0除いて < ださい。 


墨焼空気取入口（給気フィルター）の掃除 


♦本体側面にある燃焼空気取入□(給気フィルター)に、ごみやほこりび目 
づまりしますと、燃焼用の空気量び減って点乂時に白煙び出たり、燃焼 
中に不完全な燃焼となり炎び高く伸びたり「ピー」と言うような異常音び 
することびあります。 

燃焼空気取入口(給気フィ j レター)に付いているほこりを、電気掃除機な 
どで暇い取って < ださい。 



公 














時々、燃焼空気取入口（給気フィルター）をはずして掃除してください。 

燃焼空気取入口（給気フィルター)の目の中びつまっている攝 
含びありますので、やわ6かいフラシなどで、燃焼空気取入□(給 
気フィルター）の目のつまりを掃隙してください。 \ 

(光にかざして目づまりびきれいになったか確認してください。） A 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター)の脱着は、つまみを持ち : 

なが5矢印のち向に引っぱって取りはずしまず。また、取 \ 夕 

り付けは燃焼空気取入 □ (給気フィルター)上部を相手側部 \、心^ 

品に引っかけたあと、つまみ部を押し込みます。 J 

か肺 I 、 

1 

J 

/ 

\ 

馬 

a J 巧巧レ* 

女布などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

ミちれび取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 
★取りはずしたとさは、必ず元どおりに取り付けてくだごい。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 

、 



ノ 


温風空気取入 □ (フアンフィルター）の掃除 


♦本体背面にある温風空気取入口（ファンフィルター）にごみやほこりび目づ 
まりしまずと、温風用空気量び減って過熱防止装置びはたらいて消火します。 
巧流用ファンが停止していることを確認してから溫風空気取入口（ファンフ 
ィルター）に巧いているほこりを、輩気掃除機などで吸い取ってください。 

r -お願い-^ 

★電源プラグをコンセントか5巧いておこなってください。 

★温風空気取入口（ファンフィルター）の巧れびひどい場合は、温風空気 
取入 □ (ファンフィルター）の止めねじ （2 本）をはずし、温風空気取入 
□ (ファンフィルター）をはずして、掃除をしてください。 

女はずした温風空気取入 □ (ファンフィルター）は、必ず元どおりに組み 
付けてください。けびをします。 

★温風空気取入口（フアンフィルター）の掃除をしても燃焼び停止するよ 
うであれば、24ぺージに記載してありまず対流用フアンの掃除もおこ 
なって < ださい。 



_温風空気取入口 (フアン フイルタ ー)の取り巧はかたと注意 

♦溫風空気取入 □ (ファンフィルター）下側の突起を、ストーブ背面の角巧に 
入れ、巧流用フアンのコードを温風空気取入 □ (フアンフィルター)の凹部 
を通してか5ふたをしてください。 


1箇月に1回 1 U 上 



I 湿風 吹出口 （ルー バー）の 掃除（必ず 手袋を はめてお こなってくだ さい) 

♦温風吹出 □ (ルーノ く一）び巧れたり、ほこりび 
付着した場合は、電気掃除機や、固くしぼった 
めれ雑巾などでふさ取ってください。 


お願い. 


このとき必ずストーフを消火し、温圃欣出□(ル 
ーバ ー) が冷えてか5おこなって < ださい。 
やけどをするおそれびあります。 
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点検-手入れ 


1箇月に1回 m 上 


油受けの掃除 


♦油受けは灯油は通しますび、水は通しにくいフィルターででをていまず。油 
受けに水やごみびたまると、油タンクに灯油びあるのに、「給油ランプ」び 
つくことがあ0ます。 

• r 油タンク」を取り出してから、 r 油到ブ」を傾けないように取り出し、たまつ 
た水やごみを取り除いてください。 

f -お願い- N 

油受けは、水で洗わないで<ださい。必ず：灯油で洗って<ださい。 



対震自動消乂装置 


♦燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消乂ずるかを点検してください。 
♦自動的に消乂しまずと、デジタル表示部にじご - SJ を表示します。 


1シーズンに1〜2回 1 U 上 


-お願い- 

★巧流用ファンにごみやほこりび多量に付着しますと、温風用空気量び減って過熱防止装置びはた 5 いて 
消火します。 

対流用ファンのごみやほこりを、電気掃除機で吸い取って取り除いてください。 

★ス I -ーブを消乂し、電源プラグをコンセントから抜いて、ストープの温度び充分に下びってか 5 おこなっ 
て < ださい。 


巧流用フアンの掃除（必ず手袋をはめておこなってくださし、) 


①23 ぺージ I 温風空気]野 入ロ ロ アンを 1： ルター）の 掃隨]を参照して、 
温風空気取入口（フアンフィルター）をはずしてください。 

( D 巧流用フアンに付着したごみやほこ D を、電気掃除機で吸い取って 
<ださい。 

また、見える箇所だけでよろしいですから、本体内部のほこりを取0 
除いて < ださい。 

( 3 ) 元どお0組み立てて < ださい。 



油タンク、油受けざ5の掃除 


♦油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ボン 
プ等で油タンクや油受けざ 5 内の水やごみを 
取り除いて < ださい。 




電源プラグ、コンセント 


•電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると火災の原因になる 
ことびあります。 

電源プラグをコンセントから损いて、付着したほこりや巧れを取り除 
いて <ださい。 
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故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


安全装置が作動すると、自動消火しまず。また、デジタル表示部に故障■異常の原因び表示[エラー表示] 
されます。繰り返し表示するとをや運転しないとをは、お買い求めの販売店へご連絡ください。 


今 

-N 

-N 

— N 

—N 

— 

— K 
— 1/ 


— J \ 
— L / 

— 

—V 

― 1/ 
— 1\ 
—V 
— K 

— K 
—V 
—N 
— 1/ 
—_K 
― 1/ 




異常のお知らせ（デジタル表示の見かた) 


( 処置方法 ] 

♦しばらく待ってから再点义操作をしてください。 

参温風さ気取入口（フアンフィルター）、温風の出口（ル 
— バー）、ミれ巧用フアンの掃除をしてください。 

(23、24ページ参照） 

♦ス1-ーブの周囲の障害物を取り除いて<ださい。 

♦運おスイッチを一度 r 切 J にしてか6再点义操作をし 
て < ださい。 

♦巧源フラグなど耍源をご確認ください。 

参電気系統の巧障でず。お買いボゆの販売店まで「デ 
ジタル表示 J などをご連絡くだをい。 

♦修理び必要でず。お買い求めの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一跨まで、「デジタル表示 J などをご 
連絡ください。 

♦しばらく巧ってか5再点乂操作をしてください。 
•お買い求めの販売店または別紙のお客様相談窓口一 
挺まで，「デジタル表示 J などをご連結ください。 

♦ストープが頓いていないか確認してか6、再点乂操 
> 作をしてください。 

•燃焼空気取入口(給気フィルター)、油受けの}§除を 
してください。（22、23、24ぺージ参照） 

>参修理が必要でず。お質い巧めの販壳店または別紙の 
お客様キ目談窓口一莫まで、「デジタル表示」などをご 
連絡 < ださい。 

> ♦ストーブの周囲の障害物を取り除いてください。 

♦涅源プラグを入れ直してください。 

>参空気系統の巧障です。お買い巧めの販売店または別紙のお客 
様相談窓口一芭まで r デジタル表示 J などをご連結ください。 

♦燃焼空気取入口(給気フィルター）、油受けの掃除を 
してください。（22、23、24ベージ参照） 

> •修理び必要です。お買い巧めの販売店または別紙の 
お客様巧談窓口一質まで、「デジタル表示 J などをご 
連絡ください。 

. ♦運転スイッチを「切 J にして、チャイルドロックを解 
陆して<ださい。 （20 ページ黄照） 

,♦運おスイッチを r 切 J にして、タイマー点火時刻を設 
定してください。 （17 ページ参照） 

,♦窓やドアを開けてながに部屋の換気をおこなってか 

5再点义操作をしてください。 

. ♦ロミ由を給油してから再点か操作をしてください。 

♦油受けの掃除をしてください。 （24 ぺージ参具貝） 

> ♦再点义操作をしてください。 

> ♦再点义操作をして< ださい。 

> ♦操作部のいずれかのボタンを巧してください。 

\ ノ 


( デジタル表示 

点 ' 灯 ( 点滅)の意巧 

E-O 

♦過熱防止誤置が作動しました。 : 

F-0 

♦停里お义を里源げ入りました。 : 

E- i 

♦ルームサー5スタげ脚線しました。 : 

• ご -/ 

♦バーナーが予熱不足でず。 

参バーナーヴー=スタび断線しました。 : 

♦点义ヒーターが断線しました。 

ら -3 

♦消义後ずぐに再点义操作しました。 

♦点义を全装畳が作動しました。 : 

(♦抵瞄 B に州:!-ン窗化物削棉しました。4ぺ-ジ刹 g ) 

E-S 

♦地函により消义しました。 

♦本体を傾けたり、強い振動、衝擊びちえら : 
れ消义しました。 

E-B 

♦不完全燃焼防止装困び作動しました。 - 

(♦燃焼部にシに-ン酸化物占咐甫しました。4ベ-ジ参照）- 

E-1 

♦室温が33で 1 U 上になりました。 

E-8 

♦ブ□アモーターび悟止しました。 

E-3 

♦点义を金度苗び作動しました。 

(♦燃焼部にシリ〕-ン酸化物占咐葡しました。4ベ-ジ劉召）- 

hr or 

♦チャイルド□ック中に運転スイッチを r 入 J 
にしました。 

♦タイマー点义時刻び設定されていません。 

パ'—表示点滅 

換気ランプ 

♦室內び酸素不足でず。 

油=、，づ 

♦灯油びなくなり消义しました。 

Ihir 

タイマーランプ 

♦タイマー運転び銘了しました。 

zlHr 

♦消しおれ消义装置にて消义しました。 

[全消な 

♦省電力機能げ作動しました。 （13 ぺージ黄照） 


点検.手入れ•アフタ—サ—ビス 




















処置ちま 


〇 再点乂操作をずる 

E-S 


r \ 停電復帰後、再点义 
U 操作をする 


r \ 電源プラグをコンセ 
U ントに差し込む 


変質な油やす純な油 
を良貿の好油に入れ 
〇 かえる 

販売店にご相談くだ 
さい 

操作部のいずれかの 
〇ボタンを巧してくだ 
さし、。り3ぺージ夢照） 

正しい給油□口金を 
取付けてください。 
(10 ページ参照） 
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電源プラグをコンセ 
ントに差し込んでい 
なし、 

惇電した 

対麗自動消火装置が 
作動した 

油受けに水が入った 


湖受けざ5にかが入 

つている 


燃焼空気取入□(給 
気フイルター）の目 
づまり 

油タンクに灯油がな 
い 

丹油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 


換気不良 


変質な油や不純'灯油 
を使った 


省電力機能が作動し 
ました 


給油□□金が間違つ 


:表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 


故障かなと思ったときに 


突然ずベてのランプが消える 
燃焼音が大さい 
屋台に油にじみがある 
使用中急に消える 
使用中室內がにおラ 
換気ランプび点減する 
給油ランプが点滅ずる 
黄乂 でちえる 
炎が高く伸びる 
炎び大キ」< な5ない 
点火時に白煙げ出る 



















♦部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習舎修了 
者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推巽します。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないでください。 

♦短時間に消韩する部品は特にありませんび、交換部品び必要な場をは、お買い求めになった販売店 
にご相談くださし、。 

★部品は必ず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

女部品を交換するときは、ストーブを消火し、本体び充分冷えてから、電源プラグをコンセントから 
抜いておこなって < ださい。 

__ J 

保管のしかた(長期間使用しない場合） 

♦ス I — ブを保管する場合は、22ページ点検•手入れの頂を参照して、ストーブの手入れをして 
か5保管して < ださい。 

♦いたんでいる箇所は必ず修理をしてか6保管してください。 

1ストーブを消火し、ストーブが充分冷えてから、電源プラグをコンセントから 
抜く。 

2燃焼空気取入□(給気フィルター）、温風空気取入口（ファンフィルター）、温風 
吹出□(ルーバー）、電源プラグに付着したほこりや汚れを掃除して<ださい。 

♦燃焼空気取入口(給気フィルター)は巧などでみくのはおやめください。かえって目づまりします。 

3油タンク、油受けざ5内の灯油、ごみ、水気を取り出ず。 

♦謂や巧あさの原因になりまず。 

4器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で汚れを取り、乾いた巧で水気をみを取ってください。 
(シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5包装箱に入れて保管ずる。 

♦湿気のかない所に保管してください。 

♦傾けたり、横にしないで<ださい。 

抜けされなかった灯油び漏れることびあります。 

女取扱説明書-保証書を必ず保管して < ださい。' 


廃棄するとさ 


24ぺ_ジ「ミ亩歹シク、油 受けざら の掃除 I の項を参照して、油タンク、油受けざ5巧の巧油を抜き 
取ってから廃棄してください。 


部品交換のとをの注意 


部品交換のしかた 


点横.手入れ•アフタ—サ—ビス 













青 


運乾スイ 


ブ□ア モーター 


点火 ヒーター 


巧震自動消乂装置 


※騒音値の数値は J 信測定方法 (JIS S 3031) に基づく正面値です。 


ホ—ル 


電磁ポンフ 


バーナーサー S スタ 


ルームヴーミスタ 


フアンモーター 


過熱防止装置 1(90 で) 


停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消义装置 


巧震自動消火装置、点乂ま全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 


4 A 


最大燃焼時 38 cl 巳最ル燃焼時21 dB 


点火時 320/320 W 燃焼時 30/23 W 待機時0.8 /0.7 W 
最大9己 0/950 W (点火初期に短時間発生） 


100 V • 己 0/60 HZ 


燃焼綱続時間 
•形 寸 法 
質 童 

電源電圧及び聞波数 


1 1 kg 


高さ日4 日 mm 幅46 日 mm 興行3 日日 mm (置台を含む) 


1己.0時間（最大燃焼時) 


4.9 L 


0.79 kW 


3.36 kW 


0.077 L/h 


0.326 L/h 


灯油 （ J 旧 1 号) 



電効点火 


ポット式-強制通気形-強制対流形 


LC-V347 


呼び 

































舞 7 フターサービス 

_ イ呆言正に〇し、て _ 

♦添付しております保記書は販売店で所定事頂を記入してお渡ししますので、お受け取りください。 

記載内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 

I 修理を依 頼ず香とき I 

♦ L 故障•異常の見分けかたと処置のしかた (2 日ぺージ)に従って、お調べください。直6ないときは、ご 
使用を中止し、おず電源プラグを抜いてか6、お買い上げの販売店にご連絡<ださい。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通りでず。 

①品名…石油ファンヒーター備制通気形開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び… LC - V 347 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に隙しましては保罰書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 
♦保証期間び過ぎて いると さは、修理すれば使用でさる場合には、ごを望により有料で修理させていただ 
さます。 

♦修理料金は、技術料、部品巧、出張料などで構成されています。_ 

この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項-ミ主意事項および通常使巧に反して使用された場合 
の故障、事故につさましては、保証いたしません。 

\_ _ _ ノ 

_ 補修用性能部品について _ 

女石ミ由ファンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 

♦捕修用性能部品とは、製品の機能を維持するた曲に必要な部品でず。 

転居される場合 


♦このフアンヒーターは電源周波数甜、孤 Hz とを同一仕様でず。 

★電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要でずので、別紙の客様相談窓 £ r — 質"]までご相談ください。 



故障•修理の際 の連絡先 

アフターサービスについてわか5ない場合は、お買い巧めの販売店、または、もよりの [1； 客_1堤臺互 
(別紙参照)までお問い合わせください。 













信情点検1 

参石油 フアンヒーターの 補修 

★長年ご使用の石油フアンヒ-夕-の点検を！ Ilf 豐識 1 有年期瓣 

の 

- * .. . 

ご使用の際 
このよラなことは 
あ0ませんか 

♦油漏れする。 

♦燃焼中強いにおいびする。 

♦おが異常に黄色い。 

♦ぞ熱時間び異常になびい。 

♦運転中異常な音がする。 

♦その他の異常-故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

巧障や事故防止の 
ため、コンセント 

か5電源プラグを 
抜いて、必ず販売 
店に点検*修理を 
ご依頼 < ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 

- - — - T 


-- -- 

型 式 

LC-V347 

お買上げ年月日 

.. .• 

年月日 

お買上げ店名 

(電話番号） （ ） 一 

J 


株式会社^3^备 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町5番] 7号 
于4邑7-日8己己 TEL く0曰2>822-]]44 
FAX <052)822-2742 


反 iuu 編なトョト日麵巧の-巧としてこ喔圓護謹巧し。、まず。 

古&パルプだを#100%1|ち IAS g 巧 






